
 
 

 

 

 
 

体験しよう 備えよう 障害者の防災を考える集い ２０１７  
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≪≪ プログラム ≫≫ 

 

 

▼０９：３０ 受付開始（＠さくらピア 1 階 ロビー） 
 

▼１０：００ 開会 
 
         

 
 

 

▼１０：１５ さくらピア出発（あいトピアへ） 

▼１０：３０ あいトピア到着（＠あいトピア３階 多目的ホール） 

     
 
 

 

 

 
 

▼１１：４５ アンケート記入、非常食受取、順次終了、解散 
  

 

 

 

 

伝えて 

・ ニーズ受付→支援を頼みたい人がその内容を伝える 

・ ボランティア受付 

→支援をしたい人ができる事を伝える 

2017 

会長 あいさつ 豊障連会長 山下 徹 

来賓 あいさつ 豊橋市危機管理統括部長 

齋藤 誠一 氏 

さくらピアより 事務長 本田 栄子 

①避難・報告訓練 ＠さくらピア・あいトピア 

ニーズ受付とボランティア受付 

※引き続き、②③へ参加の方は、さくらピアへ戻り、

各自昼食をとってください。 
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▼１２：４５ 受付（＠３階 大会議室）  

▼１３：００  開会 

 

講演会「避難所の課題」 

    ～東日本、熊本支援の活動から～ 

      講師 水谷 真 氏（AJU 自立の家 所長） 

▼１4：００ 移動（1 階体育館へ） 

▼１4：１０ 避難所開設レイアウト実習（＠１階 体育館）  

 

▼１４：４５ 避難訓練と初期消火訓練 

▼１５：００ アンケート記入、参加賞配布、終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ダンボールトイレ ・ダンボールベッド  

・防災用品展示  

・さくらピア避難所体験のあゆみ  

・防災ラジオドラマ試聴コーナー  ほか 

2017 

② 講演・避難所開設レイアウト実習 

展示コーナーあれこれ ▼10：00～  

17：30 

地域で 

・ ５つのグループに分かれて区画分け 

・ ダンボールベッドを作る 

(＠1 階ロビー・体育館) 

来賓 あいさつ  長豊橋市障害福祉課長 大野 忠司 氏 
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▼１５：５０ 受付（＠３階大会議室）  

▼１６：００ 開会 
     

 

 

 

 
 

 

 
▼１７：００ 発表 話し合いの内容を発表します。 

 

▼１７：３０ 解散 お疲れさまです。最後までありがとうございました！ 

    

2017 

～ 参加者のみなさんへ ～ 

 

今年も北九州豪雨災害の他、各地で災害が起こりました。豊橋の前芝町の竜巻がニ

ュースで大きく報道されましたね。被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。 

 さて、皆さん、さくらピア避難所体験に参加していただきありがとうございます。 

今回は、昨年までの宿泊をやめて、たくさんの人が参加しやすい日帰りの企画にしま

した。また、豊橋市市民協働推進課、豊橋市社会福祉協議会と連携して｢伝える｣練習

をしてみましたがいかがでしたか？地域や職場、学校や行政が｢防災｣をテーマにいろ

いろな集いを開いています。そこに参加した一人一人がその一日一点だけで終わらせ

ず、家族へ、友人へ、知人へ伝えつなげていくことが大切だと思います。困った時、

助けて欲しい人も、助けてあげたい人もいつかどこかで逆の立場で巡り逢うこともあ

るかと思います。 

さくらピアで今日出会ったみなさん、また会いましょう。 

一人はみんなのために、みんなはひとりのために。     

 さくらピア事務長 本田栄子 

つながって 

③ 防活ミーティング・まとめ 

地域の避難所、福祉避難所、協定施設などについて思う事を

グループごとに話し合いましょう。 

・ 地域の避難訓練に参加したことがありますか？ 

・ 家の備蓄品を準備していますか？ 

地域別グループで着席 

来賓 あいさつ  豊橋市社会福祉協議会ボランティアセンター 

所長 福岡 吉彦 氏 
話し合い 
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2017 【資料①-1】グループ区分 

A 

B 

C
X 

D 

E 

本部・あいトピア 

↑ 

↓ 
つつじが丘支部 

↓ 
大清水支部 

牟呂支部 

↖ 

八町支部 

↑ 
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  2017 
【資料①-2】福祉避難所・要支援者民間受入施設 
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2017 【資料①-３】ニーズ把握票 
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【資料①-4】ボランティア受付票 

（個人・団体兼用）

　受付年月日　　　　年　　　月　　　日（　　　　曜） 　受付の状況

職　業

　歳 団　体

（　　　　　）

（携帯）
　－　　　　　－

特
技

　　　月　　　　　日（　　）　～　　　　　　月　　　　日（　　）

　（講座の主催） （受講年度）

　　年度

　※保険 　※受付担当

注） １ 受付をしたことがある人は、太枠内だけを記載してください。

2 団体の方も、一人ひとりがこの書式を記載してください。

3 活動中の事故については、豊橋市市民活動総合補償制度の対象となりますが、

余震などの天災に起因する事故については対象外となります。天災への備えを

希望される方は、ボランティア活動保険の天災特約付プランにご加入ください。

（様式２）

受　　　　付　　　　表

初めての受付  　・　　　　回目

氏　名
男
・
女

・

住　所
〒 Ｔ

Ｅ
Ｌ

ボランティア保険の加入状況 これまでのボランティア活動

 □既に加入済  □今回が初めて

 □未加入
　　　　　　　　　　　→・保険料　　　　　円負担して加入する。
　　　　　　　　　　　　　　※申込用紙に記入してください。

 □２回以上
 （これまでの主な活動内容を教えてください）

参加した団体　・　グループの責任者ですか。 　　はい　　・　　いいえ

参加した団体　・　グループの現地活動可能期間

災害ボランティア登録をしていますか。 　はい　　　・　　　いいえ

　（登録先)

災害ボランティアのコーディネートに関する研修等を受講し
たことがありますか。

はい　　　・　　　いいえ

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐以下は災害ボランティアセンターで記入します。‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

※受付番号

※受付時間 　８・９・１０・１１・１２・１・２・３・４・５　/　午前・午後　　　　　　　時頃

※区　分 　居住地内活動　・　県内活動　・　県外活動／物資提供／専門／

※備　考

25

2017 
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2017 

（様式５）
　　　　　　　　　　　（Ａ３版にして拡大して利用)

Ｎo.

　　　　　　　　　　　月　　　　日（　　　　曜）

　　

　活　動　先 　　　　　町

　　　　　さん宅

　集合　開始　時間 ： 　　　　～

　人～　　　　　　　　　　　人

　（内訳）

男　性 　人～　　　　　　　　　　　人

女　性 　人～　　　　　　　　　　　人

　　活　動　内　容

　

　　説明担当　：

（活動希望者は、下に名前カードを貼付する。）

活　　動　　紹　　介　　表

豊橋市

　募集人数等

29

【資料①-5】ボランティア活動紹介表 
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  2017 

【資料②-1】区画分け手順 

≪区画分け実習の手順≫ ※グループごとに実施 

１．壁からの距離を測って印
しるし

をつけましょう。 

２．協力して床に区画割りのガムテープを貼ってみましょう。 

３．手のあいている人は、ダンボールベッドを組み立ててみましょう。 

４．完了したら、通路を車イスで通ってみたり、2 階から写真を撮ったりし

ましょう。 

 

❤わかりやすく協力をお願いするには、どんな言葉かけが良いでしょうか？ 
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2017 【資料②-2】区画分け全体図 
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2017 
【資料③-1】防災度チェック表 

≪あなたの防災度チェック≫ 

 

◆次の質問に「はい」「いいえ」でお答えください。 

１．避難所がどこか知っていますか？ 

２．職場や町内会等の防災訓練に参加していますか？  

３．地域内の危険箇所を知っていますか？  

４．地域の防災倉庫はどこにあるか知っていますか？  

５．災害時の家族の集合場所や連絡方法を決めていますか？ 

６．ご自宅の耐震性を理解していますか？ 

７．家具は固定してありますか？ 

８．非常用の飲料水・ラジオ等のある場所は、家族全員がわかっていますか？ 

９．消火器・三角バケツ等の初期消火用器材を備えていますか？ 

10. 人工呼吸などの救命活動に関する講習を受けたことがありますか？ 
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01５  
避
難
所
の
運
営

(案
) 

（
作
成
：
さ
く
ら
ピ
ア
）

 

医 療 的 ケ ア

カ ウ ン セ リ ン グ

専
門

技
術

名 簿 作 成

人 員 点 呼

連 絡 掲 示 物 を 書 く

電 話 連 絡デ
ス
ク
ワ
ー

ク

受 付
子 守 り

障 害 者 の 見 守 り

食 事 介 助

ト イ レ 介 助

対
人

援
助

水 く み

掃 除
食 事 づ く り

物 資 運 搬

伝 言 ・ 連 絡体
力
を
使

う
作

業

避
難

所
に
来

た
人

た
ち
の

配
慮

し
て

ほ
し
い

こ
と

行
政

社
協

避
難

所
に
集

ま
っ
た

私
た
ち
が

で
き
る
こ
と

民
生
委
員

校
区

自
主

防
災

会
第

一
避

難
所

第
二

避
難

所

福
祉

避
難

所

民
間
受
入
協
定
締
結
施
設

 

2017 
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本
部

・ 施 設 の 安 全 管 理

・ 避 難 者 の 受 入 れ

・ 避 難 者 の 取 り ま と め

・ 災 害 対 策 本 部 へ の 連 絡 ・ 報 告

・ 「 共 通 理 解 ル ー ル 」 の 掲 示

・ ボ ラ ン テ ィ ア の 受 入 れ

・ 避 難 所 間 の 移 動

・ マ ス コ ミ 対 応

総
務
班

・ 被 災 者 ・ 在 宅 被 災 者 の 現 状 把 握

・ 食 料 ・ 水 の 確 保 と 補 給食
糧
班

・ 不 足 し て い る 食 料 と 物 資 の 把 握 と 要 請

・ 物 資 の 管 理物
資
班

・ 避 難 者 の 取 り ま と め

・ 負 傷 者 へ の 対 応

・ 遺 体 の 一 時 受 入 れ救
護
班

・ 避 難 ス ペ ー ス の 指 定

・ 福 祉 避 難 所 の 秩 序 維 持

・ ト イ レ に 関 す る 対 応

・ ご み に 関 す る 対 応

・ 防 疫 に 関 す る 対 応

・ 福 祉 避 難 所 の 障 害 児 た ち へ の 対 応

・ 福 祉 避 難 所 内 の ペ ッ ト に 関 す る 対 応

・ 福 祉 避 難 所 内 で の 場 所 の 移 動

衛
生
班

・ 福 祉 避 難 所 設 置 の 周 知 ・ 広 報

・ 生 活 情 報 の 提 供

・ 電 話 の 問 合 せ や 避 難 者 の 呼 び 出 し

連
絡
広
報
班

・ 名 簿 登 録 ・ 作 成 ・ 管 理

名
簿
班

避
難
所
組
織
図

(案
) 

（
作
成
：
さ
く
ら
ピ
ア
）

 

2017 
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避
難
所
の
利
用
ス
ペ
ー
ス
分
類

(案
) 

（
作
成
：
さ
く
ら
ピ
ア
）

 
仮
設
ト
イ
レ
は
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？
 

2017 
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避難所における共通理解ルール (案) 
 

豊橋市災害対策本部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

避難所の開設が長期化することが予想される場合は、速やかに掲示する。 

（※一部修正しています） 

この避難所の、共通理解ルールは次のとおりです。 

避難された方は、守るよう心がけて下さい。 
 

１ この避難場所は、地域の防災拠点です。 

 

２ 避難所は、電気、水道などライフラインが復旧する頃を目途に閉鎖します。 

 

３ 避難者は、家族単位で登録する必要があります。 

 ・ 避難所を退所する時は、委員会に転居先を連絡してください。 

 ・ 犬、猫など動物類を室内に入れることは禁止します。 

 

４ 職員室、保健室、調理室など施設管理や、避難者全員のために必要となる

部屋または危険な部屋には、避難できません。 

 ・ 避難所では、利用する部屋の移動を定期的に行います。 

 

５ 食料、物資は原則として全員に配給できるまでは配給をしません。 

 ・ 食料、生活物資は避難者の組ごとに配給します。 

 ・ 特別な事情の場合は、委員会の理解と協力を得てから行います。 

 ・ 配給は、避難所以外の近隣の人にも等しく行います。 

 ・ ミルク、おむつなど特別な要望は、市の職員で対処します。 

 

６ 電話は、受信のみを行います。 

 ・ 放送により呼び出しを行い、伝言を伝えます。 

 ・ 公衆電話は、緊急用とします。 

 

７ 飲酒、喫煙は所定の場所以外では禁止します。なお、裸火の使用は厳禁と

します。 

 

避難者のみなさんは、当番などを通じて 

自主的に避難所運営に参加してください。 

2017 



16 

 

  2017 
参考資料 
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2017 
参考資料 
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参考資料  

平成 29年度版 「自主防災組織活動マニュアル 豊橋市」より抜粋 

2017 
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【防災ラジオドラマ】 

・2014 年 9 月 さくらピア避難所体験 夜の部 シナリオ作成 

防災ラジオドラマコンテスト 最優秀賞受賞 

 

・2015 年  豊橋市が脚本を音声(ＣＤ)化、各種研修に活用 

防災ラジオドラマコンテスト 作品活用賞受賞 

 

・2016 年 9 月 マンガ版 「障害者が避難所に来たら」発行 

 

・2017 年 1 月 マンガ版 第２刷 

 

・2017 年 2 月 防災教育チャレンジプラン防災教育大賞 受賞 

 

・2017 年 6 月 豊橋市内全中学校に寄贈（各 40 冊） 

 

・2017 年 8 月 マンガ版 第３刷 

★約 8500 冊が読まれてい

ます！（2017 年 9 月現在） 

 

【主な頒布先】 

豊橋市内公共施設（寄贈） 

豊橋市内中学校（寄贈） 

豊橋市医師会 

豊橋市歯科医師会 

豊橋・豊川・蒲郡信用金庫 

常滑市等の自治体 

各社会福祉協議会 

各障害者団体     ほか 

青森から沖縄まで全国に展開中 
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主 催 ：  豊橋障害者(児)団体連合協議会 
 

共 催 ： 豊橋市 
 

後 援 ： 豊橋市社会福祉協議会、豊橋善意銀行 

豊橋市教育委員会、中日新聞社、東愛知新聞社 

東海日日新聞社、株式会社エフエム豊橋 

豊橋ケーブルネットワーク株式会社[ティーズ] 
 

協 力 ：  豊橋市消防本部中消防署 

    豊橋市災害ボランティアコーディネーター連絡会 

豊橋防災ボランティアコーディネーターの会 

常友防災株式会社、東海消防設備株式会社 

日本コカ・コーラ株式会社 

株式会社サン・カンパニー 

日東電工株式会社 他 

順不同、敬称略  

さくらピア（豊橋市障害者福祉会館）

〒４４０－０８１２ 豊橋市東新町１５番地 毎週金曜日更新！

TEL：（０５３２）５３－３１５３ FAX：（０５３２）５３－３２００

E-mail：sakurapia@hosyoren.jp HP：http://hosyoren.jp/sakurapia/

開館：午前９時～午後９時 休館：月曜日、祝日（月曜日が祝日の場合は翌日）


